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事業者の連絡先

研究（実用化）開発のポイント・先進性

株式会社ＩＨＩ　東京都江東区豊洲三丁目1番1号　豊洲ＩＨＩビル　☎03-6204-7460（担当：ソリューション・新事業統括本部）

　国のエネルギー基本計画では再生可能
エネルギーの導入が更に加速され、電源
系統容量の制約で系統に送れない「余剰
電力」が増加します。相馬発の実績をベー
スに、これを活用し、産廃処理している下
水汚泥の減容化、乾燥品の利活用を行う
システムを実用化、事業化していきます。
　合わせて、乾燥機システム導入におけ
る障壁を減らし、使い易いシステムにし
ていきます。

　実証機に自動化機能を付与し、定格
以上の稼働率での安定運用を実現、今
後耐久性、自動化の促進や、運用安定
性を確認していきます。
　また、得られた乾燥品の利活用につ
いて相馬市殿はじめ大学や関連企業殿
と多様な研究を進めています。
　さらに、他の地方自治体をはじめ、
ご視察やプロポーザルのご依頼を頂い
ています。

　地域エネルギーの有効活用、産廃等
処理費用（相馬全体の 25%にあたる
年間約 1000 万円）の低減、域内への
還元に向けた成果を創出しています。
　①域内の作業者が２名常駐し、②将
来は研究、生産拠点に発展する下地が
できています。③配管、電設、検査等、
各種の域内業者殿に取引先としてご協
力頂いています。

■　 自動化促進がもたらす乾燥品の性状安定化によって、
産廃有効利用の促進を目指します。また同じく運転効
率化によって、システムの稼働率向上に繋げ、投資効
果の向上を目指します。

■　 小型化によってシステムの据付性を改善しコスト低減
を目指します。また熱費消促進の仕組みにより、再エ
ネの有効利用促進を目指します。

以下を実現した市場への導入促進
■　 運転支援、設備利用率向上を実現する自動化
　　 乾燥工程の自動化促進によって、乾燥運転に従事する
作業者の負荷を下げ、乾燥品の性状安定化および運転
効率化を図ります。

■　導入の簡素化と再エネ活用も考慮した小型化
　 　 当システムの導入を検討されるお客様にとっての障壁
を減らします。乾燥システムの小型化を図り、余剰電
力に対して需要家側が熱費消（P2H）を促進する仕組
みを構築します。

■　 下水汚泥の生成過程における処理が生物化学的なばら
つきや腐食性を伴っていることから、乾燥システムの
工程や時間の変動に結び付いています。そのため、運
転員の練度やメンテナンス性が障壁となっています。

■　 再エネ余剰電力の課題は地方ほど厳しい状況にあり、
同時に地方ほど下水汚泥処理の減容化に向けた導入コ
ストが障壁となっています。

実施期間
▼

2018年度～2020年度

実用化開発場所
▼
相馬市

2018年度開始
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相馬市の復興と発展を推進すべく，再生可能エネルギーを活用した乾燥処理システム
を開発します。当該課題の解決を加速させることを視野に入れ，機器のパッケージ化・
自動化により使いやすい普及機の実証開発を行います。

汚泥乾燥システムを使いやすくし、再エネ利用の
課題解決に貢献する普及機の開発を行います

再生可能エネルギーを活用した乾燥処理システムのエントリモデ
ル実用化開発

株式会社ＩＨＩ
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IHI の乾燥システムがめざす姿
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事業者の連絡先

バックス情報システム㈱　いわき市小名浜大原字丁新地211-1　☎ 0246-92-0333（担当：若林正美）Mail：m_wakabayashi@bcas-j.co.jp

バックス情報システム株式会社　
課長代理 鈴木潤一

　現在、いわきウィンドバレー
推進協議会に参画している

会社は、事業化又は、事業拡大に向けて、
各社独自に動いています。もし、参画の企
業が協業するなら、風力発電タワーの部
品供給から保守メンテナンスサービスを
ワンストップで提供できるようになり、他
社との差別化やコスト面でも有利になると
確信しております。前記、実現出来るよう
に努めたいと思います。

【開発した技術】
■　歪みセンサのセンシング方式
　　・ 一定ではない歪みセンサの初期値

の補正方法の確立(特許出願中)
　　・歪みセンサのセンシング間隔の確立
■　親機と子機の通信方式
　　・ ネジの破断等をリアルタイムで

通知するための通信切替方法（同
期⇔非同期）の確立(特許出願中)

【開発した機器】
■　歪みセンサ内蔵のネジの開発
　　　M33,M36,M48
■　M48に搭載可能な子機

■　 いわきウィンドバレー推進協議会
への貢献

■　 いわき市内のネジ製造メーカーと
協業

■　 いわき市に進出する株式会社北拓
様と協業

■　 電子回路基板の組立をいわき市内
の山幸電機株式会社様に外注化

研究（実用化）開発のポイント・先進性

■　 弊社のセンシングシステムは、無線通信なので、以下
の問題を解決する

　　・ ケーブル断線の恐れがない　⇒有線の場合に生じる配
線工事や、断線などによる通信復旧作業が不要となる

■　 弊社のセンシングシステムは親機、子機間（1：ｎ）の
双方向通信で電池寿命 1 年を実現

　　・ 各種センサを搭載した子機を電源供給が困難な場所
に設置することが可能　⇒電池メンテナンス工数の
大幅な削減

■　 ネジに 歪みセンサを内蔵することで、ネジの捻じれ、緩み、
劣化等の遠隔監視を実現

　　・ 異常のあるネジに絞った点検が可能　⇒定期点検時のネ

ジ増し締め工数を削減
　　・ ネジの状態データを収集・分析することが可能　

⇒ネジ破断の予兆などメンテナンスの効率化に活用

■　 当社のネジの遠隔監視システムは、風力発電タワー用の
ネジに歪みセンサを内蔵し、ネジの捻じれ、緩み、劣化
等を監視することで、ネジの保守メンテナンス工数の削
減が見込め、長期間（約20年間）利用する風力発電タワー
の安定稼働、発電効率UPに寄与することを目指している。

■　 現状の風力発電施設内のセンシングシステムは、光ファイ
バーによる有線通信であり、ケーブル断線の恐れがあるとと
もに、システムの冗長化が必要でコスト高という問題がある。

■　 定期点検時（数か月～1年ごと）、全てのネジの緩みを
確認している。

　　 また、1 基あたり百数十個のネジが使われているため、
点検工数が非常に大きい。

実施期間
▼

2017年度～2019年度

実用化開発場所
▼

いわき市

2017年度開始

ネジセンシング無線通信システム

電池駆動型無線通信システムを用いて、風力発電施設内の電源供給が難しい場所にお
けるネジの状態監視・センシングを可能とし、ネジの捻じれ、緩み、経年劣化等を検
証することができます。

電池駆動型双方向無線通信システムで、風力発電
タワーに使われるネジの劣化状況を監視する

無線通信制御方式改善による電池寿命延命化の実証

バックス情報システム㍿   
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